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ジビエを考える 【第５回】

　はじめに
　シカやイノシシなどの野生鳥獣とヒトの棲

す

み分
けが機能していれば農業被害，人的被害などの特
別な問題は少なかったと思われます。しかし，最
近では棲み分けが思うようになされずに，病気の
面で家畜と家畜，家畜とヒトのような人獣共通感
染症が家畜やヒトの生活の安定を脅かすことが多
くなってきました。今回はジビエを念頭に置き，

家畜の感染症，伝染病の概略について述べ，次い
で，野生動物と家畜・家

か き ん

禽との関係における感染
症は，代表的な感染症について概説をおこない，
ヒトが注意しなければならない事項を解説します。

　１．家畜の感染症と伝染病について
　① 感染症
　家畜での感染症とは豚熱（CSF），アフリカ豚
熱（ASF），口

こうていえき

蹄疫（FMD）に代表されるような
疾病を指し，ウイルスや細菌などの病原体
が体内に侵入して増殖し，発熱や下痢，咳

せき

などの症状がでることを感染といいます。
感染症にはインフルエンザのようにヒトか
らヒトにうつる感染症のほかに，破傷風や
日本脳炎のようにヒトからヒトにはうつら
ず，傷口から，あるいは動物や昆虫から感
染する感染症も含まれています。感染して
発症する場合もあれば，ほとんど無症状で
終わってしまう場合もあります。また，一
度症状が現れるとなかなか治りにくく，と
きには死に至るような感染症もあります。
ヒトや家畜の周囲にはウイルス，細菌，カ
ビなど数多くの ｢病原体｣ が潜んでいます。
　日本にはヒトに対して感染症を予防し，
広範囲に拡がったときに正しい対処ができ
るよう定めた ｢感染症の予防及び感染症の
患者に対する医療に関する法律（以下，感
染症法）｣ があります。同法では世の中に
ある様々な感染症を７つに区分（第１表）
し，区分によって，強制的な入院勧告や就
業制限など感染拡大を予防するために行わ
れる措置が異なります。なお，2019年か

野生鳥獣と感染症
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お し だ ・ と し お
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区分 解　説 感染症の例
一
類
感
染
症

感染力が強く，発症した場合は非常に重篤な
状態に陥る可能性がある極めて危険な感染症。
原則的に入院が勧告され，場合によっては交
通制限が発動される。

エボラ出血熱，クリミア・コン
ゴ熱，痘そう，南米出血熱，
ペスト，マールブルグ病，ラッ
サ熱

二
類
感
染
症

感染力が強く，発症した場合は重篤な状態に
陥る危険が高い感染症。必要に応じて入院勧
告が出され，一定期間食品を取り扱う業務に
就くことができなくなる。

ポリオ，ジフテリア，重症急性
呼吸器症候群（SARSウイルス
感染症），結核，鳥インフルエ
ンザ

三
類
感
染
症

発症した場合に重篤な状態に陥る危険性は少
ないが，特定の職業に就業することで集団発
生を引き起こす可能性がある感染症。一定期
間，食品を取り扱う業務に就くことができなく
なる。

腸管出血性大腸菌感染症，コ
レラ，細菌性赤痢，腸チフス，
パラチフス

四
類
感

染
症

主に動物を介して感染が拡がり，健康に影響
を与える恐れの高い感染症。対象となる動物
の輸入禁止や検疫強化などの措置が取られる。

E型肝炎，A型肝炎，黄熱，
Q熱，狂犬病，炭

たんそ

疽，鳥イン
フルエンザ等

五
類
感
染

症 発生動向を調査し，その情報を国民や医療従
事者に周知することで，発生予防に役立つと考
えられる感染症。

インフルエンザ，麻
はしか

疹，ウイル
ス性肝炎，後天性免疫不全症
候群（エイズ），性器クラミジ
ア感染症，梅毒等

新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症

ヒトからヒトに感染することが分かった新しい
タイプのインフルエンザ。多くのヒトが免疫を
持っていないため全国的に大流行し，発症する
と重篤な状態に陥る可能性がある。必要であ
れば，一類感染症と同様の対処が取られるこ
とがある。

新型インフルエンザ（コロナ）

新
感
染
症

新たにヒトからヒトに感染することが認められ，
発症すると重篤な状態に陥る危険が極めて高い
と考えられる感染症。行政機関による措置はそ
れぞれの危険性を考慮した上で決められる。

現在は該当なし

第１表　感染症の分類（感染症法による）
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地域の食品産業を支える技術開発◆シリーズ解説◆ 第16回

●はじめに
コマツナ（Brassica rapa var. perviridis）は，
江戸時代に徳川将軍が「小松川」の地名から名付
けたとの言い伝えが残る，東京都の主要農産物で
ある（第１図）。東京では古くから正月の雑煮や
汁物の具材などに用いられてきた。もともと秋か
ら春の冷涼な時期に栽培されていたが，品種改良
や施設栽培の普及に伴ってほぼ一年中栽培される
ようになり，全国的に栽培地域や利用場面がひろ
がっている。日本国内のコマツナの出荷量は増加
を続けており（第２図），都道府県別の出荷量で
は茨城県，埼玉県，福岡県，東京都，群馬県など
が上位となっている。関東を中心とした都市近郊
での栽培が盛んであることがうかがえる。生鮮野

菜としてのみならず，冷凍・ペースト化・粉末化
などの一次加工を経て，中食や加工食品の原料と
しても利用されており，私たちの食生活のなかで
少しずつ存在感を増してきた食材と言って良いだ
ろう。

●コマツナに含まれる
 機能性成分ルテイン
コマツナにはカロテノイドの一種であるルテイ
ンが含まれている１）。ルテインはヒトの体内では
網膜の黄斑部に多く存在し，青色光の侵襲から黄
斑を保護したり，黄斑の酸化ストレスを軽減した
りする機能を担うと考えられている。ルテインを
含む食品を継続的に摂取することで黄斑色素量が

コマツナのルテインに着目した
高付加価値商品の開発を目指して

石　本　太　郎

いしもと・たろう
広島大学総合科学部
卒，ハウス食品株式
会社，筑波大学，東
京都立食品技術セン
ター勤務を経て，現
在，（地独）東京都
立産業技術研究セン
ター 副主任研究員。

第１図　東京都江戸川区でのコマツナ栽培
（カラー図表をHPに掲載C045） 第２図　コマツナ出荷量の推移（野菜生産出荷統計より）
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●１．はじめに
ω3系多価不飽和脂肪酸（以下ω3）の研究は

1970年代のグリーンランドでの疫学調査が発端
となっている１）。以前より，グリーンランドの原
住民（イヌイット）の間では，心筋 塞の発症が
低いことが知られており，疫学調査の結果，アザ
ラシの肉を摂取することにより組織中に多量の
ω3が存在することがわかった。それ以降世界各
国からω3と循環器疾患との関連が報告されるよ
うになった。日本の臨床現場でも1990年にエイ
コサペンタエン酸（以下 EPA）製剤が，そして，
EPA＋ドコサヘキサエン酸（以下DHA）混合製
剤が2013年より処方されるようになり，すでに
治療として確立されている。その後，循環器疾患
のみならず，情動（特に攻撃性・敵意性）に対す
る好影響も，世界各国から報告されるようになっ
てきた。本稿では，我々のグループが今までに
行ってきた攻撃性・敵意性とω3に関する調査に
ついて機序とともに解説したいと思う。

●２．攻撃性・敵意性を
 調べてみようと思ったきっかけ
1980年代頃より，学習能とω3に関する動物実

験が盛んに行われるようになり，その中で
Yamamoto ら２）によって大変興味深い動物実験
が報告された。暗いケージの中にランプがあり，
明るく光った時にレバーを押せば餌がもらえるが
（“正解 ”と定義），弱く光った時にレバーを押し

ても餌はもらえない（“不正解 ”と定義）仕組み
になっている。２世代に亘

わた

ってω3欠乏食を与え
たラットと普通食で育てたラットを比較した結果，
“正解 ”の数は両者でほとんど変化はなかったが，
“不正解 ”の数では欠乏食で育てられたラットの
方が多かったのである。この著者らはこれらの結
果の解釈として，欠乏食の方で “学習能力 ”が低
下したと結論づけたわけだが，この時，我々は
“餌が出ないとわかっているけどレバーを押さず
にはいられない ”という衝動性あるいは攻撃性・
敵意性が関与したのではないかと推測した。

●３．若年層（大学生）での攻撃性
まずは大学生（医学部４年生）を対象とした介入
試験であるが３），41名の大学生を無作為に２群
に分け，一方にはω3であるDHAを１日1.5-1.8ｇ，
もう一方には対照として混合植物油の入っている
カプセルを３カ月間投与した。その結果，対照群
で攻撃性は有意に上昇し，DHA群では少しだけ
低下しており，両群の変化に統計学的な有意差が
認められた（第１図）。対照群で攻撃性が変化し
た理由は，投与終了の３日後に留年のかかった進
級試験が控えており，精神的にかなりのストレス
がかかったためと考えられた。ストレッサーがあ
る場合には攻撃性が上昇するのが一般的な反応で
あり，そういう意味で対照群は想定内の変化を示
したことになる。ところがDHA群では全く変化
がなく，まるでストレッサーが存在しないかのよ
うである。これらのことから，DHAを前もって

● 特別解説 ●

攻撃性・敵意性における
ω3系多価不飽和脂肪酸の役割
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